
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

６月の生活目標《安全に生活しよう》 

         生活指導主任 澁谷 歩 

 安全に生活するためには、廊下歩行の仕方や交

通ルールを守ることが、まず第一にあげられます。 

「右側を歩かなくてはならない。」「横断歩道のな

いところは道路を渡ってはいけない。」ねばならぬ

こと、してはいけないことを子供によく話します。

子供の心に響かせるためには『なぜそうしなくて

はならないのか』を知らせることです。学校での

指導とともに、ご家庭でも話してあげてください。 

開一小だより 
第３３５号 

平成２６年５月３０日発行 

練馬区立開進第一小学校 

校長  説 寿弘 

６月の行事予定 

２日（月）全校朝会、安全指導、委員会 

 ３日（火）社会科見学（４年）  

親子学習会（３年生 ３、４校時） 

 ４日（水）児童集会 ４時間授業（研究授業のため） 

      歯科検診（１・２・３年生） 

 ５日（木）生活科見学（２年生） 

      ふれあい環境学習（４年生 ５、６校時） 

 ６日（金）食育クイズ 水曜時程  

５時間授業（応急救護講習のため） 

９日（月）全校朝会 避難訓練 1年生午後授業開始 

      クラブ 親子学習会（２年生 ３、４校時） 

１１日（水）歯科検診（４・５・６年生） 

      町探検（２年生） 

１２日（木）4 時間授業（校区別協議会のため） 

      たてわり班活動 

１３日（金）親子学習会（６年生 ５、６校時） 

１４日（土）土曜授業 たてわり班活動 木曜時間割 

１６日（月）全校朝会 水泳指導始 クラブ 

１７日（火）４時間授業（研究授業のため） 

      親子学習会（５年生 ３、４校時） 

１８日（水）特別時程  

４時間授業（教育会一斉研究日のため）  

１９日（木）交通安全教室（１・３年生） 

      たてわり班活動 PTA総会１５：３０～ 

２０日（金）親子学習会（４年生 ３、４校時） 

２３日（月）全校朝会 クラブ 

２５日（水）たてわり班活動 計画委員会 

２６日（木）水道キャラバン（４年生 ５、６校時） 

２７日（金）道徳地区公開講座 学校公開日 

３０日（月）全校朝会 安全指導 委員会 

 

 あいさつ 幸せな人生の準備 

副校長 森田 博之 

  今年度４月に副校長として赴任し、２ヶ月がたちまし

た。子供たちは明るく元気で、協力的な保護者・地域の

皆様に支えられた学校であることを、実感しております。

地域や学校のことがわからずに私自身は不安を抱えた年

度当初でしたが、「挨拶をすることと、自分から質問する

ことができれば、どこへ行っても何とかなる。」という思

いを、改めて強くしました。自分から関わっていけば、

教えてくれる人、親切にしてくれる人は、回りにたくさ

んいるからです。 

  さて、本校は教育目標のはじめに～ともに生きる～と、

掲げています。どんなに能力や個性を磨いても、人のた

め社会のために生かされなければ、価値がありません。

また、生きる喜びは人との関わりから生まれることが多

くあります。自分の価値を高め多くの喜びを味わえる人

間に成長する。その基礎を育てる意味も込めて、～とも

に生きる～と謳っています。 

  ともに生きるための初めの一歩はあいさつです。本校

の子供たちは、「おはようございます」「こんにちは」と

言える子供が多いです。けれど働きかけをおろそかにす

ると、良い習慣も衰えていきます。そこで、 

「○あかるく」「○いつでも」「○さきに」「○つづけて」 

あいさつができるように、生活指導の重点として年間を

通して取り組んでいます。「あいさつロード」の設置や児

童会活動での「あいさつ運動」は、その一環です。ＰＴ

Ａでもパトーロールや旗振りの際に、また、第二土曜日

の下校時に、ご協力くださっています。 

  しかしなんといっても、基本的な生活習慣であるあい

さつは、家庭の躾（しつけ）から始まります。けれど家

庭では家族とあいさつすることはできても、それ以外の

人とあいさつをする場面は少ないので、学校やＰＴＡで

家庭の躾がさらに多くの場面で実践できるように協力・

補完しています。あいさつ一つをとっても、家庭と学校

の連携は大切ですね。 

  初めに書いたように、５０歳を過ぎた私が「あいさつと

自分から質問することができれば、どこへ行っても何とか

なる」と感じているのですから、お子さんが将来どんな仕

事に就いても、たとえ海外で生活したとしても、この２つ

と健康な体があれば、大丈夫です。そう考えると、あいさ

つはキャリア教育の面からも大切な習慣と言えます。学校

と家庭で協力して、生涯にわたって大切なあいさつの習慣

を今から身に付けさせ、子供たちが将来幸せな人生をつか

む準備をすすめましょう。 

  

 

 


